
科目
区分

専門教育科目 科目名
科目

コード
20801 担当者

卒業要件

免許・資格
要件

誠実な人柄と
人間力
（尽心）

高度な知性と
創造力
（創造）

明確な意志と
実践力
（実践）

１． ○ ○ ○

２． ○ ○ ○

３． ○ ○

４． ○ ○ ○

５．

第１回 第16回

第２回 第17回

第３回 第18回

第４回 第19回

第５回 第20回

第６回 第21回

第７回 第22回

第８回 第23回

第９回 第24回

第10回 第25回

第11回 第26回

第12回 第27回

第13回 第28回

第14回 第29回

第15回 第30回

なし

将来の栄養士業務で生じた疑問点や問題点をどう解決できるか仮
説を立て、その原因を突き止めるためにアセスメントを行い、得
られた結果に基づき改善していくプロセスを卒業研究を通じて学
びましょう。

学生と教員との協働の意味が理解できる。

主体的な取組みがアクティブラーニングの実感となる。

教員との触れ合いが社会人のマナーや考えを学ぶ場となる。

論文および発表会に主体的に参加できる。

卒業研究発表会

教科書・参考書 受講生へのメッセージ

　　　　発表練習

　　　　調査研究活動

　　　　実験実習活動 　　　　卒業研究報告書作成

研究テーマ決定、スケジュール決定

　　　　調査研究活動

　　　　実験実習活動

教員の専門性に沿ったテーマを決め、興味のある内容ごとに分かれて研究を進める。

準備学修（予習、復習等に必要な時間または具体的な学修内容）

緻密な研究計画を指導教員の支援のもとで立てた後、具体的な実施計画を作ること。
計画性を持って早めの実施を心がけること。

授業計画

卒業研究の進め方について

授業方法

科目の主題 成績評価の方法と割合

卒業研究に取組む学生の主体的な学びを担当教員が支援することによ
り、アクティブラーニングの深化を図る。

　受講態度、論文、発表会等から
  総合的に判断する。

科目の到達目標

教育目標に基づく学修成果の到達目標

卒業研究 コース教員

対象
学生

栄養士コース2年生
学期
区分

通年 単位数 4
必修


